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1. 企業会計基準等の開発（2008 年 8

月 1 日～10 月 16 日） 
1）【Final】「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（改正企業会計基準第 9 号）の公表

（2008 年 9 月 26 日） 

 
 
 
 
 

2）【ED】実務対応報告公開草案第 28 号「金

融資産の時価の算定に関する実務上の取

扱い（案）」の公表（2008 年 10 月 16 日） 

 なお、本公開草案へのコメント募集期間

は 10 月 23 日までとなっています。 
 

 【凡例】 

DP： 論点整理・検討状況の整理 
ED： 公開草案 
Final： 会計基準/適用指針等（最終） 
 

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/docs/tanaoroshi/
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/docs/tanaoroshi/
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/exposure_draft/fairvalue/
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/exposure_draft/fairvalue/
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/exposure_draft/fairvalue/
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2. 企業会計基準委員会の概要（第158
回～第 160 回） 

1. 第 158 回（2008 年 8 月 7 日開催） 

a. 棚卸資産専門委員会における検討状況 
b. 退職給付専門委員会における検討状況

（国際会計基準審議会（IASB）へのコ

メント対応） 
c. 金融商品専門委員会における検討状況

（IASB へのコメント対応） 

a. 公開草案に対するコメントを受けての

文案の検討が行われました。 
 後入先出法（LIFO）の廃止に対しては、

後入先出法は費用収益対応のための適切な

評価方法の 1 つである等、否定的なコメン

トが多く寄せられました。しかし、会計基

準の国際的なコンバージェンスへの取組み

の観点から、後入先出法廃止の方向で議論

は進められました。 
 この他、後入先出法の廃止に伴う影響の

取扱いについて、剰余金の調整項目として

取り扱うことも検討されました。しかし、

保有利得が純利益に計上されることなく利

益剰余金を増加させるという処理がクリー

ン･サープラス関係を崩してしまうことか

ら否定されました。 
b. 及び c. 国際会計基準審議会（IASB）か

ら公表されている論点整理の紹介と専門委

員会での検討の状況が報告されました。 
 
2. 第 159 回（2008 年 8 月 28 日開催） 

a. 棚卸資産専門委員会における検討状況 
b. 退職給付専門委員会における検討状況

（IASB へのコメント対応） 
c. 金融商品専門委員会における検討状況 

（IASB へのコメント対応） 
d. 基本概念ワーキング・グループにおけ

る検討状況（IASB へのコメント対応） 

a. 第 160 回委員会での改正会計基準の公

表議決を前に文案の検討が行われました。 
 公開草案では、保有損益相当額に関する

情報を注記することについては妨げられな

いとしていましたが、当該情報は、IR 情報

として提供すべき類のものであり、基準化

には相応しくないといった意見が出されま

した。 
b. IASB の論点整理は、給付建約定の積立

状況の変動を遅延認識せずに即時認識する

こと、退職後給付の分類を従来の「拠出建

制度及び給付建制度」から「拠出ベース約

定及び給付建約定」に変更し、公正価値で

評価することの 2 つを内容としています。

これらの点に対して、クリーン・サープラ

ス関係の維持や現在のキャッシュ・バラン

ス・プラン、その他日本で採用している退

職給付に係る会計処理の方法が大きく変わ

ることとなる等の観点から議論が行われま

した。 
c. IASB の論点整理は、金融商品の複雑性を

低減することを目的とし、長期的には金融

資産の全面公正価値測定を、中間的なアプ

ローチとしても長期的な測定目的に沿うよ

うに公正価値で測定する金融商品を増やす

という考えを示しています。この点につい

ての議論が行われました。 
d. IASB の公開草案は、概念フレームワー

クの改訂作業を全体を通じて検討するので

はなく、細かなフェーズに区切って結論を

出していく方法を取っているため、全体と

しての整合性が保たれない等の問題点があ

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/minutes/20080807/20080807_index.jsp
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/minutes/20080828/20080828_index.jsp
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ることが示されました。 
 
3. 第 160 回（2008 年 9 月 18 日開催） 

a. 改正企業会計基準第 9 号「棚卸資産の

評価に関する会計基準」【公表議決】 
b. プロジェクト計画表の更新 
c. 退職給付専門委員会における検討状況

（IASB へのコメント対応） 
d. 金融商品専門委員会における検討状況

（IASB へのコメント対応） 
e. 基本概念ワーキング・グループにおけ

る検討状況（IASB へのコメント対応） 
f. 公開草案「『研究開発費等に係る会計基

準』の一部改正（案）」に対するコメン

ト（無形資産に係る部分） 
g. 公開草案「賃貸等不動産の時価等の開

示に関する会計基準（案）」及び同適用

指針（案）のコメント 

a. 棚卸資産の評価方法について検討して

きましたが、後入先出法を廃止することを

内容とする「棚卸資産の評価に関する会計

基準」の改正公表が議決されました。平成

22年 4 月 1日以後開始する事業年度から適

用されますが、早期適用も認めらます。 
b. ASBJ での今後の会計基準等の開発予定

を示したプロジェクト計画表の更新につい

ての議論が行われました。新しいプロジェ

クト計画表は、平成 20 年 9 月 19 日に公表

されています。 
c. 給付建約定の変動の即時認識への反対、

拠出ベース約定の負債を公正価値で評価す

ること及びその際の信用リスクの織り込み

への反対等を含んだコメントの最終報告が

行われました。コメントは、平成 20 年 9
月26日付けにて IASBへ提出されています。 

d. 公正価値評価に係る未解決の問題が多

く残されていること、業績とは考えられな

い公正価値の変動が純利益に含まれてしま

うこと等を理由に全面的な公正価値評価導

入への懸念を表明したコメントの最終報告

が行われました。コメントは、平成 20 年 9
月19日付けにて IASBへ提出されています。 
e. コメントに係る最終報告が行われまし

た。コメントは、平成 20 年 9 月 26 日付け

にて IASB へ提出されています。 
f. 公開草案に対するコメントの紹介が行わ

れました。今後、専門委員会及び委員会で

対応が検討されます。 
g. 公開草案の内容から大きな内容変更を

求められる意見はありませんでしたが、賃

貸等不動産の範囲の明確化や重要性に係る

判断基準の明確化を求める意見等がありま

した。今後、専門委員会及び委員会で対応

が検討されます。 
 
 
3. IASB 及び FASB に対する ASBJ の

コメント（2008 年 8 月 1 日～9 月

30 日） 
1）ディスカッション・ペーパー「資本の特

徴を有する金融商品」に対するコメント

を提出（2008 年 9 月 5 日） 

（ディスカッション・ペーパー「資本の特

徴を有する金融商品」の概要はこちら） 

 
2）ディスカッション・ペーパー「金融商品

の財務報告における複雑性の低減」に対

するコメントを提出（2008 年 9 月 19 日） 

（ディスカッション・ペーパー「金融商品

の財務報告における複雑性の低減」の概

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/minutes/20080918/20080918_index.jsp
http://www.asb.or.jp/html/international_issue/comments/20080905.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080905.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080905.pdf
http://www.asb.or.jp/html/international_issue/comments/20080905.pdf�
http://www.asb.or.jp/html/iasb/ed/comments20080228.php�
http://www.asb.or.jp/html/international_issue/comments/20080919.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080919.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080919.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080919.pdf
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要はこちら） 
 
3）ディスカッション・ペーパー「IAS 第 19

号『従業員給付』の改訂に係る予備的見

解」に対するコメントを提出（2008 年 9
月 26 日） 

（IAS 第 19 号『従業員給付』の改訂に係る

予備的見解の概要はこちら） 
 
4）公開草案「財務報告の概念フレームワ

ーク改訂案 第1章 財務報告の目的及び第

2 章 意思決定に有用な財務報告情報の質

的特性及び制約条件」に対するコメントを

提出（2008 年 9 月 26 日） 

（公開草案「財務報告の概念フレームワー

ク改訂案 第 1 章 財務報告の目的及び第

2 章 意思決定に有用な財務報告情報の質

的特性及び制約条件」の概要はこちら） 

 
5）討議資料「財務報告の概念フレームワ

ーク改訂案に関する予備的見解 報告企

業」に対するコメントを提出（2008 年 9
月 26 日） 
（討議資料「財務報告の概念フレームワー

ク改定案に関する予備的見解 報告企

業」の概要はこちら） 

 
 
4. ASBJ プロジェクト計画表の更新 
 企業会計基準委員会（ASBJ）は 2008 年

9 月 19 日、昨年 12 月に公表したプロジェ

クト計画表を近時の情勢を踏まえ、更新し

ました。詳細はこちらをご覧ください。 
 
 

5. 「社内発生開発費の IFRS のもと

での開示の実態調査」を公表 
  研究開発費については、我が国ではすべ

て発生時に費用処理が求められており、一

定の要件を満たす開発費について資産計上

を強制する IAS38号とは取扱いが異なって

います。ASBJ では、コンバージェンスに

向けた検討作業の一環として、特に社内発

生開発費の重要性が高いと考えられる産業

を中心に、IAS38 号のもとでの欧州企業に

おける開示の実態調査を行い、公表しまし

た（レポートはこちら）。 
 
 

6. IASBとの第8回定期共同会議を開

催 
ASBJ と IASB は、2008 年 9 月 8 日～9

日の 2 日間にわたり、ロンドンの IASB オ

フィスにて第 8 回共同会議を開催しました。

ASBJ からは西川委員長、新井常勤委員及

びスタッフ、IASB からは Tweedie 議長、

McGregor 理事、山田理事及びスタッフが

参加しています。なお、今回からテレビ会

議システムを通じて東京からも委員及びス

タッフが参加しました。 

 

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/iasb/ed/comments20080319.jsp
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926_3.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926_3.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926_3.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/iasb/ed/comments20080327.jsp
http://www.asb.or.jp/html/international_issue/comments/20080926_2.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926_2.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926_2.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926_2.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926_2.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/iasb/ed/comments20080529.jsp
http://www.asb.or.jp/html/international_issue/comments/20080926.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080926.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/iasb/ed/comments20080529.jsp
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/press_release/overseas/pressrelease_20080919.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/misc/development_costs.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/press_release/overseas/pressrelease_20080911.pdf
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当日の会議のスケジュール及び議題は以

下の通りです。 

日時 議題 
9月8日 
午前 

1.個別プロジェクト①（公開） 
・金融商品（現行基準の置換え） 
・概念フレームワーク 

9月8日 
午後 

2.個別プロジェクト②（公開） 
・退職後給付 
・負債と資本の区分 
3.今後の協力体制について 

9月9日 
午前 

4.IASB の活動のアップデート 
5.ASBJ の活動のアップデート 

上記の4つの個別プロジェクトに関して

は、IASBから公表されているディスカッシ

ョン・ペーパー及び公開草案に対するASBJ
のコメント案について議論を行いました。 

今後の協力体制については、IASBでの基

準開発に積極的に参画するためのASBJ か
らの派遣スタッフの増員を含めた両者の連

携の強化について話し合われました。 
IASBの活動のアップデートでは、8月14

日に公表された作業計画について、新基準

及び主要プロジェクトを中心に説明があり

ました。また近く、2006年2月に公表され

たFASBとの覚書（MOU）のアップデート

版を公表することも述べられました。 

ASBJの活動のアップデートでは、ASBJ
側から、昨年12月のプロジェクト計画表に

示された各項目の進捗状況について説明し、

両日本基準と現行の国際財務報告基準

（IFRS）の間の重要な差異（同等性評価に

関連する2005年7月欧州証券規制当局委員

会（CESR）によるもの）に関する2008年
末までのコンバージェンス・プロジェクト

が予定通りに進んでいることを確認すると

ともに、9月19日に公表予定のプロジェクト

計画表の更新案の説明を行いました。 
次回の共同会議は、2009年3月に東京に

て開催する予定です。 
 
 
7. David Tweedie IASB 議長等と市場

関係者との懇談会を開催 
2008 年 9 月 25 日朝、来日中の David 

Tweedie IASB 議長と John Smith IASB 理

事及び山田辰己 IASB 理事と市場関係者の

懇談会が東京のパレスホテルにて開催され、

約 60 名が出席しました。 
会議は、Tweedie 議長の講演とその後の

質疑応答という形で行われました。まず

Tweedie 議長から、IFRS をとりまく世界の

動向等について大要、以下のような説明が

行われました。 
 昨年はアジアでの IFRS 導入の動きが

顕著でした。1 月には中国で IFRS ベ

ースの基準の導入し、3 月には韓国が

2011年から IFRSのフルアドプション

を公表しました。そして 8 月には日本

の「東京合意」がありました。 
 IFRS の採用に際しては、一語一語その

ままアドプションするのが理想的だと

思います。その際、各国の基準の承認

の仕組みについても留意する必要があ

http://www.asb.or.jp/html/international_issue/comments/2008.php�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/2008.jsp
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/2008.jsp
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/A7DE8BF3-DD0A-4578-AD3E-EF174E3A4939/0/IASB_Work_Plan_140808.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/iasb/press/20080911.jsp
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/iasb/press/20080911.jsp
http://www.asb.or.jp/html/press_release/overseas/pressrelease_20080919.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/press_release/overseas/pressrelease_20080919.jsp
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/press_release/overseas/pressrelease_20080919.jsp
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ります。 
 2011年までに9つの主要なプロジェク

トを終える計画ですが、それぞれが完

全に方向性が固まっているわけではあ

りません。日本の意見を早い段階から

聞くことで、十分時間を掛けて必要な

検討を行うことができると思います。 
 信用危機によって北米やヨーロッパは

かなりの打撃を受けています。その中

で会計に関していえば、特に公正価値

測定と連結について疑問が呈されてお

り、この点についてより深い検討が必

要です。 
 MoU 項目であるリース、収益の認識、

財務諸表の表示、公正価値測定ガイダ

ンス、負債と資本、年金、といったプ

ロジェクトについても進めていく必要

があります。 
 各国の設定主体、特に ASBJ のような

強力な設定主体には開発を手伝って貰

いたいと思います。今後も協力を期待

しています。 

 質疑応答では、ルールベースからプリン

シプルベースへの移行についての考え方や、

会計基準の実体経済活動に及ぼす影響等に

ついて IASB メンバーと率直な意見交換が

行われ、双方の理解に資したものと思われ

ます。 
 
 

8. JICPA/ASBJ 共催セミナー「IFRS
の現状と世界の動向」を開催 

2008 年 9 月 25 日、日本公認会計士協会

（JICPA）と ASBJ の共催によるセミナー

「IFRS の現状と世界の動向」が、公認会計

士会館にて開催されました。 
本セミナーは、米国での IFRS 採用に向

けた動きが活発化する昨今、IASB や ASBJ
の最近の活動や今後の取り組みなどについ

て、IASB と ASBJ のトップから直接説明

することによって、国際的な会計基準のコ

ンバージェンスについて幅広い理解と関心

を高めていくことを目的としたものです。 
セミナーは、David Tweedie IASB 議長

と西川郁生 ASBJ 委員長の両名に加え

John Smith IASB 理事の 3 名から、講演が

行われました。プログラムは、以下のとお

りです。 

講演内容 講演者 

1. 世界規模で広がる

IFRS の採用 
Sir David Tweedie 

IASB 議長 

2. IASB プロジェク

トの概要及び主要な

論点 

John Smith  
IASB 理事 

3. コンバージェンス

に向けた ASBJ の今

後の取り組み 

西川郁生 
ASBJ 委員長 

当日の会場は、400 人を超える参加者で

埋め尽くされました。その中、まず、



 

pg. 7 
Copyright© ASBJ/FASF All Rights Reserved. 

Tweedie 議長からは、IASB の最近の取り

組みの概要、そして、今後、IASB として日

本、特に ASBJ に対してどのようなことを

期待しているのかが説明されました。さら

に、米国での IFRS 採用に向けた新ロード

マップ案の公表採択など直近の動きに対す

る IASB の見解等についての説明も行われ

ました。 
続いて、Smith 理事から、IASB が現在

取り組んでいる個別の主要プロジェクトの

概要が説明されました。また、米国 SEC の

動きについても Tweedie 議長の説明を補足

する説明が行われました。 

最後に西川委員長からは、コンバージェ

ンスに向けた ASBJ の今後の取り組みにつ

いて、特に 9 月 19 日に公表した新プロジェ

クト計画表の概説が行われました。また、

日本の IFRS 適用問題について私見を交え

た説明も行われました。 
各講演終了後に行われた質疑応答のセッ

ションでは、米国の IFRS 採用へ向けた動

きの読み解き方やヨーロッパにおける個別

財務諸表への IFRS 適用の実情、あるいは

公正価値オプションの会計処理等について、

予定された時間枠一杯まで各講演者とセミ

ナー参加者との間で熱心に質疑応答が行わ

れました。 
 
 
9. EFRAG との意見交換のための協

議を開催 
2008 年 9 月 22 日、欧州財務報告諮問グ

ループ（European Financial Reporting 
Advisory Group EFRAG ） の Stig 
Enevoldsen 議長と Paul Ebling テクニカ

ルディレクターは、ASBJ を訪問し、最近

の活動状況及び各種論点について協議を行

いました。ASBJ からは、西川委員長をは

じめ多くの研究員が参加しました。 
協議では、まず、ASBJ から、昨年公表

した IASB との間の東京合意の概要及び 9
月 19 日に公表した最新のプロジェクト計

画表を説明しました。 
続いて、Enevoldsen 議長から EFRAG の

最近の活動状況、特に最近の金融危機への

対応関係及び IASB との MoU 項目に関す

る協議などの解説が行われました。 
その後、テクニカルな論点についての協

議に移り、まず、負債と資本の区分につい

て、IASB のディスカッション・ペーパー「資

本の特徴を有する金融商品」に対して

ASBJ と EFRAG がそれぞれ作成したコメ

ントレターをベースに意見交換が行われま

http://www.efrag.org/homepage.asp�
http://www.efrag.org/homepage.asp�
http://www.efrag.org/homepage.asp�
http://www.efrag.org/homepage.asp�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20080905.pdf
http://www.efrag.org/files/EFRAG%20public%20letters/Equity%20and%20Liabilities%20accounting/EFRAG%20comment%20letter%20IASB%20%20DP%20Equity%20vs%20liability%20Final.pdf�


 

pg. 8 
Copyright© ASBJ/FASF All Rights Reserved. 

した。 
次にASBJが9月 22日に公表した「IFRS

における社内発生開発費の開示の実態調

査」について報告が行われ、意見交換が行

われました。 
協議全体を通じて、各種論点に対するア

プローチの共通点・相違点を含め EFRAG
と ASBJ の相互理解が深まりました。最後

に西川委員長と Enevoldsen 議長が、この

ような意見交換の重要性を再確認して協議

は終了しました。 
 
 
10. Stig Enevoldsen EFRAG 議長等を

招いた円卓会議を開催 
ASBJ は、2008 年 9 月 22 日、EFRAG

の Stig Enevoldsen 議長と Paul Ebling テ

クニカルディレクターを招き、EFRAG の

役割と最近の活動を日本の市場関係者に紹

介し、意見交換を行う円卓会議を東京のパ

レスホテルにて開催しました。会議には、

会計士協会、財務諸表の作成者・利用者、

金融庁などから約 40 名が参加しました。 
会議は、西川 ASBJ 委員長の挨拶に続い

て、Enevoldsen 議長による「EU の財務報

告」と題した講演が行われました。講演で

は、EU における EFRAG の役割及び最近

の活動内容について説明が行われました。

また、近時の金融危機に関連して会計が直

面している問題や、米国 SEC の動向が

IASB あるいは欧州に与える影響など、タイ

ムリーな話題についても EFRAG の見解が

披露されました。 
その後、参加者との質疑応答に移り、欧

州における IFRS 導入プロセスに関する評

価、加盟国が多数に上る EFRAG における

意見形成プロセス、今後の活動方針など、

多岐にわたる積極的な意見交換が行われ、

参加者にとって大変有意義な会議となりま

した。 

 
 
11. 各国基準設定主体会議（NSS 会議）

に西川委員長他が参加 
2008 年 9 月 10 日、パリにて各国基準設

定主体会議（NSS会議）が開催されました。 
NSS 会議は、旧リエゾン国等の各国会計

基準設定主体の主催のもと、各主体が行っ

ている研究プロジェクト、IASB のプロジェ

クト・作業計画に対するインプット及びサ

ポートなどを議論する会議として、毎年春

と秋の 2 回開催されているものです。 
今回の会議は、英国ASBのイアン・マッ

キントッシュ委員長が議長を務め、旧リエ

ゾン国からは米国以外の日本、英国、カナ

ダ、ドイツ、フランス、オーストラリア及

びニュージーランドが、さらに、欧州財務

報告アドバイザリーグループ（EFRAG）、

韓国、台湾、香港、マレーシア、インド、

サウジアラビア、イタリア、スウェーデン、

ノルウェー、ルーマニア、チュニジア、南

アフリカ、メキシコの会計基準設定主体及

http://www.asb.or.jp/html/documents/misc/development_costs.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/misc/development_costs.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/misc/development_costs.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/misc/development_costs.pdf
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びIASB、国際公会計基準審議会（IPSASB）

が参加し、40名ほどの会議となりました。

ASBJからは西川郁生委員長、豊田主任研究

員及び石原研究員が出席しています。 
議題と担当割（括弧内）は以下のとおり

です。 
1. 開会 
2. IASB の作業計画、IASCF の定款レ

ビュー、ベストプラクティス文書（英

国 ASB） 
3. 無形資産（オーストラリア AASB、

日本 ASBJ） 
4. 概念フレームワーク－フェーズ B：構

成要素及び認識（負債の定義）（IASB） 
5. 連結（IASB） 
6. 複雑な金融商品（フランス CNC） 
7. 税金（ドイツ DRSC、英国 ASB） 
8. 前回の議題の報告 :

   測定、IFRS2、非連結財務情報、退職

給付制度（英国 ASB、フランス CNC、

カナダ AcSB、ニュージーランド

FRS） 
9.  閉会 
無形資産のセッションでは、ASBJ の「社

内発生開発費の IFRS のもとにおける開示

の実態調査」が、オーストラリア AASB に

よるディスカッション・ペーパーのドラフ

トともに、アジェンダ・ペーパーとして配

布されました。しかし、今回の会議では、

本実態調査の内容を紹介する時間がなかっ

たため、次回の会議にて改めて ASBJ から

プレゼンテーションを行う予定です。 
 
 
 

12. 世界基準設定主体会議（WSS 会

議）に西川委員長他が参加 
2008 年 9 月 11 日と 12 日、ロンドンで世

界基準設定主体会議（WSS 会議）が開催さ

れました。WSS 会議は、IASB が世界各国

の会計基準設定主体との意見交換のため毎

年秋に開催されています。 
今回の WSS 会議は、50 数カ国から 100

名近くが参加しています。日本からは

ASBJ の西川郁生委員長、秋葉主席研究員

及び豊田主任研究員が出席しました。なお、

遠藤 FASF 常務理事及び新井 ASBJ 委員も

一部のセッションを傍聴しました。 
議題は以下のとおりです。 

 9 月 11 日； 
 David Tweedie IASB 議長のスピ

ーチ 
 連結 

 テクニカル・アップデート

（IASB） 
 小グループに分かれての議論 
 小グループからのフィードバ

ック 
 IFRS の適用 

 IFRS の利用（IASB） 
 IFRS のコンテンツの配布方

法（IASCF） 
 米国の動向のアップデート

（FASB） 
 IFRS に関するオーストラリ

アの経験 
 各国からのコメント（インド、

マレーシア、韓国、カナダ、

東・中央・南アフリカ会計士

連盟（ECSAFA）イスラエル、

http://www.ifac.org/PublicSector/�
http://www.ifac.org/PublicSector/�
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/A7DE8BF3-DD0A-4578-AD3E-EF174E3A4939/0/IASB_Work_Plan_140808.pdf�
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/7FDD66A0-12CA-451D-91B4-89311597D41E/0/Proposals_and_Issues_for_Constitution_Review.pdf�
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/7FDD66A0-12CA-451D-91B4-89311597D41E/0/Proposals_and_Issues_for_Constitution_Review.pdf�
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/8F20428C-BC3C-4CFE-A194-4386174C949D/0/SOBPFebruary2006final.pdf�
http://www.fasb.org/project/cf_phase-b.shtml�
http://www.fasb.org/project/cf_phase-b.shtml�
http://www.iasb.org/Current+Projects/IASB+Projects/Consolidation/Consolidation.htm�
http://www.asb.or.jp/html/documents/misc/development_costs.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/misc/development_costs.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/misc/development_costs.pdf
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/misc/development_costs.pdf
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/F0FE5E2C-1B49-4D8F-A48A-E40003B0F506/0/2WSSProgramme2008final.pdf�
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/F0FE5E2C-1B49-4D8F-A48A-E40003B0F506/0/2WSSProgramme2008final.pdf�
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/F0FE5E2C-1B49-4D8F-A48A-E40003B0F506/0/2WSSProgramme2008final.pdf�
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日本、チリ） 
 IFRIC 及び年次改善のアップデー

ト 
 9 月 12 日； 

 IASB の今後の計画及び優先事項

（IASB） 
 プライベート企業向け IFRS（案）

の適用－南アフリカの経験 
 プライベート企業向け IFRS に関

するテクニカル・アップデート

（IASB）及び質疑応答 
 IFRS に関するテクニカル・アップ

デート（IASB）及び質疑応答 
 小グループに分かれての議論 

 負債と資本の区分 
 金融商品の財務報告における

複雑性の低減 
 財務諸表の表示 
 収益認識 

IFRS 適用のセッションでの日本からの

コメントは、西川 ASBJ 委員長から、これ

まで欧州の同等性評価対応もありコンバー

ジェンスに取り組んできたこと、9 月 19 日

にプロジェクト計画表の更新版を公表し、

IASB と FASB の覚書（MoU）に記載され

ているプロジェクトについて積極的に取り

組むことなどを説明しています。 
 
13. 日本会計研究学会第 67 回大会に

おいて ASBJ セッションを開催 
2008 年 9 月 9 日、立教大学池袋キャンパ

スで開催された日本会計研究学会第 67 回

大会において ASBJ セッションを開催しま

した。当該セッションでは、逆瀬副委員長、

市原専門研究員及び小堀研究員より、「企業

会計基準委員会の最近の活動状況」をテー

マとして報告を行いました。 
セッションは、齋藤真哉横浜国立大学大

学院教授の司会のもと、初めに逆瀬副委員

長より、我が国の企業会計を取り巻く最近

の状況及びそれを受けての ASBJ のコンバ

ージェンスに向けての取組みを説明しまし

た。具体的には昨年 8 月の「東京合意」の

内容及び昨年 12 月公表のプロジェクト計

画表の位置付け、さらには IASB 及びFASB
との連携に関する ASBJ の取組みについて

説明しました。 
続いて市原専門研究員より EU による同

等性評価に関連した「短期項目」及びそれ

以外の差異に係る「中期項目」についての

基準開発状況、小堀研究員より IFRS と

FASB の間で改訂された MoU に関連する

プロジェクト項目に関して予想される議論

の内容とそれに関連した ASBJ の活動予定

について、それぞれ説明を行いました。 

会場は多数の学会会員で埋まり、また、

ASBJ からの説明の後には我が国における

IFRS 受入の動向や ASBJ の活動の方向性

に関してなどについて質疑応答が交わされ

るなど、ASBJ の取組みに対する学会会員

の方々の関心の深さを伺わせるものとなり

ました。 
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14. プロジェクト進捗（コンバージェンス関連項目） 2008 年 10 月 1 日現在 

 2008 年 

7-9 月 

2008 年 

10-12月 

2009 年 

1-3 月 

2009 年 

4-6 月 

2009 年 

7-9 月 

2009 年 

10-12月 

2010 年 

1.EU による同等性評価に関連するプロジェクト項目（短期） 
企業結合（ステップ 1）  Final      
棚卸資産（後入先出法） Final       
固定資産（減損）        
無形資産（仕掛研究開発）  Final      
退職給付（割引率） Final       
投資不動産  Final      
2.既存の差異に関連するプロジェクト項目（中期） 
企業結合（ステップ 2：フェーズ 2 関連）     DP  ED 
企業結合（ステップ 2：のれんの償却）     DP  ED 
無形資産       DP 
過年度遡及修正（会計方針の変更等）    ED  Final  
廃止事業    DP  ED Final 
3.IASB/FASB の MoU に関連するプロジェクト項目（中長期） 
連結の範囲   DP   ED Final 
財務諸表の表示（包括利益等）    DP  ED Final 
財務諸表の表示（フェーズ B 関連）    DP    
収益認識    DP    
負債と資本の区分        
金融商品（現行基準の見直し）   DP     
金融商品（公正価値測定）   DP     
退職給付  DP      
リース        
4.IASB/FASB の MoU 以外の IASB での検討に関連するプロジェクト項目（中長期） 
1 株当たり利益  専門委  ED  Final  
引当金  専門委   DP  ED 
保険        
【凡例】 

WG ワーキング・グループ設置 
専門委 専門委員会設置 
RR 調査報告（Research Report） 
DP 論点整理・検討状況の整理（Discussion Paper） 
ED 公開草案（Exposure Draft） 
Final 会計基準/適用指針等（最終） なお、斜体文字は終了イベント 
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15. お知らせ 
1）刊行物のご案内 

 機関誌「季刊 会計基準」第 22 号（好評

発売中） 

【主な内容】 

 特集 1：“企業再編にかかる会計基準・

適用指針の公開草案の全容” 

 特集 2：“グローバル・コンバージェン

スの潮流” 

 “会計基準の国際的なコンバージ

ェンスに関する米国の視点”…

Bob Herz FASB 議長 /Micheal 

Crooch FASB ボードメンバー 

 “評議員会議長に就任して－

IASCF の当面の課題－”…Gerrit 

Zalm IASCF 評議員会議長 

 “EU 同等性評価の今後と展望”

…黒澤利武 証券取引等監視委員会事務局証

券検査課長 

 Accounting Square：“銀行と企業会計

制度”…杉山清次 全国銀行協会会長 

 CFO Letter：“内なる公平な観察者”

…高野直人 帝人株式会社専務取締役 CFO 

 

「四半期報告書の作成要領（平成 20 年 9

月第 2 四半期提出用）」 

本書は、FASF 内に設置された「有価証

券報告書等開示内容検討会」における議論

の結果等を反映し、作成しています。本年

8 月に行われた四半期報告書関連の府令等

の改正も反映し、また、第 2 四半期特有の

開示に関する留意事項・記載事例も記載し

ていますので、第 2 四半期報告書作成のご

参考にして頂けるものと考えています。 

 

これらの刊行物は、こちらからお求め頂

けます。 
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